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大
型
連
休
中
の
一
日
、
江
間
、
伊
豆

長
岡
の
各
い
ち
ご
狩
り
セ
ン
タ
ー
で
、

今
季
の
イ
チ
ゴ
狩
り
を
締
め
く
く
る

『
い
ち
ご
祭
り
』を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
い
ち
ご
狩
り
入
園
料
を

割
り
引
き
す
る
だ
け
で
な
く
、
江
間
会

場
で
は
ポ
ニ
ー
や
ウ
サ
ギ
、
ヤ
ギ
な
ど

の
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
広
場
、
マ
ス
の

つ
か
み
取
り
、
ジ
ャ
ム
作
り
体
験
、
伊

豆
長
岡
会
場
で
は
長
岡
中
学
校
吹
奏
楽

部
の
演
奏
、
綿
菓
子
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
、

投
げ
も
ち
な
ど
、
多
彩
な
催
し
で
来
場

者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

景
気
後
退
の
影
響
か
、
今
季
入
園
客

は
前
年
実
績
よ
り
約
一
割
減
で
し
た
が
、

連
休
中
は
前
年
を
上
回
っ
た
よ
う
で
す
。

来
季
は
年
末
年
始
か
ら
。
お
い
し
い
イ

チ
ゴ
と
来
場
者
増
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

来
季
へ
の
期
待
込
め

市
内
二
セ
ン
タ
ー
い
ち
ご
祭
り

も
う
い
く
つ
寝
る
と
…

国
文
祭
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー
ド
設
置人々が見守る中除幕されたカウントダウンボード

子どもたちを楽しませた動物ふれあい広場
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梅
雨
や
台
風
の
時
期
を
迎
え
る
前
に
、

ス
ポ
ー
ツ
ワ
ー
ル
ド
跡
地
を
会
場
に
し

て
、
狩
野
川
流
域
水
防
演
習
と
市
消
防
団

総
合
演
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

演
習
に
参
加
し
た
の
は
、
各
地
区
の
自

主
防
災
会
、
消
防
団
員
、
市
議
会
議
員
、

市
職
員
な
ど
約
五
百
人
。
組
織
の
垣
根
を

越
え
た
共
同
作
業
で
、
土
の
う
作
り
や
土

の
う
積
み
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
今
回
は
、
初
の
試
み
と
し
て
国
土

交
通
省
沼
津
河
川
国
道
事
務
所
も
合
流
。

災
害
対
策
車（
排
水
ポ
ン
プ
車
や
照
明
車
）

の
取
り
扱
い
訓
練
も
行
い
ま
し
た
。

続
く
消
防
団
総
合
演
習
で
は
、
市
消
防

団
各
分
団
が
、
規
律
訓
練
礼
式
や
小
型
ポ

ン
プ
操
法
、
大
型
ポ
ン
プ
車
操
法
を
実
演
。

日
ご
ろ
積
み
重
ね
た
研
さ
ん
の
成
果
を
披

露
し
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
と
は
、
国
な
ど
の
行
政

に
関
す
る
市
民
の
苦
情
等
を
「
市
民
の
立

場
」
で
受
け
る
相
談
役
。
こ
の
た
び
、
十

年
間
に
わ
た
り
行
政
相
談
委
員
を
務
め
、

三
月
に
退
任
し
た
渡
辺
宗
次
さ
ん（
中
島
）

に
、
二
つ
の
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

渡
辺
さ
ん
に
は
、
ま
ず
総
務
省
静
岡
行

政
評
価
事
務
所
・
伊
藤
所
長
か
ら
総
務
省

の
退
任
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
続
い
て
望
月

市
長
か
ら
田
方
ブ
ロ
ッ
ク
行
政
相
談
連
絡

協
議
会
の
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

「
み
ん
な
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
無
事
に

終
わ
る
こ
と
が
で
き
た
。
卒
業
証
書
を
も

ら
っ
た
よ
う
な
気
分
で
す
」
と
心
境
を
語

っ
た
渡
辺
さ
ん
。
長
い
間
、
本
当
に
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

自主防災会や消防団などが共同で行った土のう積み

伊藤所長（右）から総務省感謝状を受ける渡辺さん（左）

市
民
の
立
場
で
十
年
間

行
政
相
談
委
員
・
渡
辺
宗
次
さ
ん
表
彰

PICK
UP!

組
織
を
越
え
水
防
訓
練

水
防
演
習
＆
消
防
団
総
合
演
習
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つ
い
に
今
秋
に
迫
っ
た
『
第
二
十
四

回
国
民
文
化
祭
し
ず
お
か
２
０
０
９
』。

開
催
に
向
け
た
機
運
を
さ
ら
に
高
め
る

た
め
、
伊
豆
箱
根
鉄
道
駿
豆
線
伊
豆
長

岡
駅
に
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー
ド
と
国

文
祭
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
駅
利
用
客
や
市
民
が
見
守

る
中
、
望
月
市
長
、
土
屋
市
議
会
議
長
、

観
光
協
会
長
、
伊
豆
箱
根
鉄
道
（
株
）

駿
豆
線
管
区
長
ら
に
よ
っ
て
ボ
ー
ド
が

除
幕
さ
れ
ま
し
た
。
高
さ
二
�r
の
ボ
ー

ド
は
改
札
口
前
に
置
か
れ
、
国
文
祭
が

ス
タ
ー
ト
す
る
十
月
二
十
四
日
（
土
）

ま
で
の
日
数
を
毎
日
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
。
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
に
は
国
文
祭
イ
ベ
ン

ト
や
観
光
情
報
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
置

き
、
最
新
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

任
期
満
了
に
伴
い
、
四
月
十
九
日
に

執
行
し
た
『
伊
豆
の
国
市
長
・
市
議
会
議

員
選
挙
』。
投
開
票
の
結
果
、
選
挙
戦
を

制
し
た
二
十
三
人
は
、
翌
日
登
庁
し
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
の
永
田
到
委
員
長

か
ら
当
選
証
書
を
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
市
長
選
は
定
員
一
人
に
対
し

立
候
補
者
二
人
で
、
投
票
率
六
十
六
・
五

一
％
、
当
選
し
た
望
月
良
和
市
長
の
得

選
挙
戦
を
制
し
た
二
十
三
人

伊
豆
の
国
市
長
・
市
議
選
当
選
証
書
付
与
式 永田委員長から順番に当選証書を受け取る望月市長（写真左）と市議会議員
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今
年
の
十
月
末
に
公
演
が
予
定
さ
れ
て

い
る
創
作
オ
ペ
ラ
『
江
川
太
郎
左
衛
門
―

熱
き
心
の
火
』
の
制
作
発
表
を
、
ア
ク
シ

ス
か
つ
ら
ぎ
で
行
い
ま
し
た
。

配
役
は
、『
市
民
オ
ペ
ラ
伊
豆
の
国
』
の

メ
ン
バ
ー
の
中
か
ら
選
ば
れ
、
主
役
の
江

川
太
郎
左
衛
門
英
龍（
坦
庵
）役
に
は
、
大

津
良
嗣
さ
ん
と
相
沢
創
さ
ん
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

こ
の
創
作
オ
ペ
ラ
は
、
演
劇
や
合
唱
と

と
も
に
、『
第
二
十
四
回
国
民
文
化
祭
し

ず
お
か
２
０
０
９
』
に
お
け
る
、
伊
豆
の

国
市
事
業
と
し
て
開
催
し
ま
す
。
地
元
住

民
約
八
十
人
、
演
奏
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
十
人
、

ス
タ
ッ
フ
含
め
総
勢
百
二
十
人
の
『
熱
き

心
の
火
』に
、
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

神
奈
川
県
小
田
原
市
で
開
催
さ
れ
る

『
北
條
五
代
祭
り
』
は
、
よ
ろ
い
・
か
ぶ
と

の
武
者
千
八
百
人
が
小
田
原
城
址

じ
ょ
う
し

公
園
を

中
心
に
パ
レ
ー
ド
し
、
約
十
七
万
人
（
主

催
者
発
表
）
の
観
客
が
沿
道
を
埋
め
尽
く

す
小
田
原
市
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

北
條
早
雲
が
韮
山
に
城
を
構
え
た
史
実

が
縁
で
、
今
年
も
伊
豆
の
国
市
の
観
光
関

係
者
ら
十
数
人
が
、
パ
レ
ー
ド
に
参
列
し

ま
し
た
。
甲
冑

か
っ
ち
ゅ
う

隊
は
、『
伊
豆
の
国
市
』の

旗
を
掲
げ
、
手
作
り
甲
冑
に
身
を
包
み
、

沿
道
の
市
民
や
観
光
客
に
伊
豆
の
国
市
を

Ｐ
Ｒ
。
ま
た
会
場
で
開
か
れ
た
物
産
展
で

も
韮
山
の
イ
チ
ゴ
や
地
ビ
ー
ル
を
販
売
し

た
ほ
か
、『
第
二
十
四
回
国
民
文
化
祭
し

ず
お
か
２
０
０
９
』に
お
け
る
伊
豆
の
国
市

イ
ベ
ン
ト
も
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

このメンバーで創り上げる『江川太郎左衛門ー熱き心の火』

沿道の人々に伊豆の国市をＰＲする手作り甲冑隊

百
二
十
の『
熱
き
心
の
火
』

国
文
祭
創
作
オ
ペ
ラ
制
作
発
表
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5／3
出
陣
！
伊
豆
の
国
甲
冑

か
っ
ち
ゅ
う

隊

小
田
原
北
條
五
代
祭
り
で
Ｐ
Ｒ

２００９．６．１いずのくに 12

票
率
は
八
十
三
・
三
四
％
で
し
た
。
ま
た

市
議
会
議
員
選
挙
は
定
員
二
十
二
人
に

対
し
立
候
補
者
二
十
三
人
で
、
投
票
率

は
六
十
六
・
五
三
％
で
し
た
。

今
後
四
年
間
、
こ
の
選
挙
で
選
ば
れ

た
市
長
と
市
議
会
議
員
が
両
輪
と
な
り
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
市
長
・
市
議
会
議
員
一
覧
は
二
ペ
ー
ジ

●
開
票
結
果
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照




